
フ
ェ
イ
ト
ン
読
の
航
海
日
誌

■０

，

､

■

れ
た
の
だ
ら
一
室
（
ノ
。

（
唖
》
一
〃
．
。

一
銅
一
ノ
鳥
居
は
高
さ
一
一
一
丈
一
一
一
尺
、
相
欝
の
大
鳥
居
で
あ
る
が
東
京
九
段
の
靖
園
紳
杜
一
ノ
烏
舵
青
銅
造
り
は
六
丈
九
尺
川
寸
に
て
金
既
製
鳥
居

毛
の
第
一
位
で
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ト
製
は
鹿
鬼
烏
照
闘
祁
就
の
六
丈
、
出
雲
大
赦
一
ノ
鳥
居
七
丈
五
尺
、
京
都
平
安
榊
宮
朱
塗
烏
屠
は
七
丈
六
尺

に
て
新
時
代
削
材
の
偉
力
を
示
し
て
ゐ
ろ
。
名
鳥
居
、
躍
島
称
就
の
大
鳥
居
は
五
丈
一
一
一
尺
沢
寸
、
棟
の
長
さ
七
丈
八
尺
、
太
さ
に
於
て
コ
ン
ク

リ
ト
製
に
及
ば
ぬ
が
木
造
局
居
と
し
て
日
本
一
の
貫
録
を
傭
へ
て
ゐ
ろ
。
曾
て
妥
山
の
刷
り
庶
士
山
頂
滝
間
祁
批
奥
宮
の
白
木
明
紳
鳥
居
ぞ
潜

っ
た
。
下
界
は
雲
中
に
あ
っ
た
。
（
経
）

長
崎
博
物
館
珍
澱
の
、
フ
ェ
ィ
ト
ァ
競
の
航
海
日
誌
を
親
し
く
見
せ
て
頂
い
た
の
み
な
ら
ず
、
閏
女
博
士
や
、
哨
川
剛
普
館
奨
の
御
好
意
で

手
蔦
す
る
事
を
許
し
て
頂
い
た
の
は
、
誠
に
仕
合
せ
の
事
と
感
銘
深
い
次
第
で
あ
る
。
其
間
．
連
日
門
限
か
ら
門
限
ま
で
御
邪
魔
し
た
博
物
髄

の
方
交
に
も
、
色
燕
の
意
味
で
御
厄
介
を
か
け
た
事
を
此
の
機
禽
に
御
漉
を
申
述
べ
度
い
・

フ
ェ
イ
ト
ン
城
長
崎
を
掠
む
と
．
雁
史
の
本
に
よ
く
書
い
て
あ
る
が
、
果
し
て
掠
め
た
の
か
．
掠
め
な
か
っ
た
の
か
ｌ
何
れ
に
も
せ
よ
一

僻
此
の
フ
エ
イ
ト
ン
雛
は
ど
こ
か
ら
来
て
・
長
崎
を
州
た
後
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
だ
ら
う
？
楽
の
航
海
の
模
様
と
営
時
の
艦
門
生
活
の
有
縦
な

《

ど
詳
細
に
知
り
度
い
慾
望
と
、
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
何
分
に
も
経
る
年
虚
は
や
は
れ
、
ア
、
日
誌
叩
随
陛
に
判
誠
に
土
向
む
秘
に
イ
ン
キ
の
色
裡

せ
て
早
晩
、
全
く
消
ゑ
去
る
ペ
ー
ジ
も
出
来
る
だ
ら
う
と
恩
へ
ぱ
、
可
州
幽
変
級
の
此
の
変
物
が
亡
び
る
の
を
座
硯
す
る
に
忍
び
ん
や
と
、
錠

須
一
薪
や
り
始
め
て
は
見
た
も
の
Ｌ
、
之
れ
は
仲
麦
の
大
仕
事
で
、
一
一
ヶ
月
も
三
ヶ
Ｈ
も
災
い
日
数
と
饗
し
て
成
就
す
べ
き
筈
だ
の
に
、
除
り

短
期
間
に
無
理
を
し
た
の
で
薦
し
了
へ
て
か
ら
一
一
週
間
以
上
を
経
た
今
日
雲
で
、
毎
夜
毎
夜
航
海
日
誌
心
夢
が
綾
く
と
こ
ろ
を
見
る
と
除
税
疲

本
日
誌
は
、
乗
紐
の
ス
ト
ッ
ク
デ
ー
ル
と
云
ふ
一
士
官
が
、
本
艦
術
へ
付
け
の
も
の
か
ら
毎
日
交
交
根
須
よ
く
窟
し
た
の
で
、
千
八
百
八
年
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血
は
湧
い
た
で
あ
ら
う
。
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然
ら
ば
本
艦
備
付
け
の
日
誌
は
ど
う
成
っ
た
で
あ
ら
う
か
？
・
或
は
プ
リ
言
ウ
ス
軍
港
か
、
グ
リ
ー
ー
ッ
チ
の
海
車
介
唯
の
屋
根
裏
に
で
も
茂
っ

て
居
る
で
あ
ら
う
か
ｌ
英
閣
の
三
笠
艦
た
る
ネ
ル
ソ
ン
提
督
の
ピ
ク
ト
，
１
と
で
も
申
す
な
ら
、
或
は
大
切
に
保
存
さ
れ
て
あ
る
か
為
れ

ぬ
が
、
一
東
洋
艦
隊
の
帆
装
軍
艦
の
航
海
日
誌
が
そ
う
大
切
に
保
存
し
て
あ
る
と
は
老
へ
ら
れ
な
い
。
吾
等
日
本
人
に
は
有
名
な
フ
エ
イ
ト
ン

雛
だ
が
、
彼
に
は
至
極
平
凡
な
一
木
造
艦
た
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
。

そ
れ
か
ら
本
艦
来
組
の
士
官
は
彼
れ
ス
ト
ッ
ク
デ
ー
ル
の
み
で
は
無
い
か
ら
、
同
じ
く
航
海
川
誌
と
作
っ
て
居
た
士
耐
が
他
に
も
有
っ
た
ど

ら
う
と
老
へ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
露
無
論
他
の
・
士
官
が
日
誌
を
製
作
し
た
に
利
達
あ
る
麦
い
と
恩
ふ
が
、
然
し
そ
れ
等
は
両
一
一
一
十
年
後
の
今
日
ど

尉
が
、
熱
情
を
以
て
本
誌
と
記

の
航
海
日
誌
を
作
り
届
れ
り
）
。

下
さ
る
も
の
で
は
無
い
℃

次
に
本
日
誌
し
記
考
ス
ト
ッ
ク
デ
ー
ル
大
尉
は
、
世
に
も
稀
な
る
筆
達
者
で
、
其
の
筆
蹟
の
鮮
か
な
蕊
讃
嘆
之
を
久
う
す
と
云
仏
た
い
く
ら

い
で
心
篇
・
細
ヤ
封
聯
な
ど
の
漢
文
字
に
見
る
所
謂
気
鈷
と
か
、
潤
ひ
と
か
形
容
す
べ
き
も
の
を
、
多
分
に
待
ち
合
せ
て
居
る
や
う
に
盤
ぜ
ら
れ

て
な
ら
ぬ
。
横
文
字
と
申
せ
ば
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
叩
い
て
も
、
印
刷
し
て
も
賞
刷
以
外
・
一
歩
も
出
す
と
思
っ
て
ゐ
た
の
に
、
百
三
十
年
前
に

は
斯
く
臭
は
し
い
文
字
蕊
術
を
有
し
て
ゐ
た
と
は
誠
に
床
し
い
・
１
床
し
い
事
は
床
し
い
が
、
頗
付
き
の
霊
丈
け
に
其
の
判
読
が
亦
た

頗
る
難
し
い
。
第
一
に
花
文
字
の
飢
川
と
其
の
花
文
字
の
Ｌ
と
Ｓ
と
、
Ｔ
Ｊ
Ｉ
と
が
殆
ん
ど
願
別
川
来
な
い
の
と
、
小
文
字
で
は
ｕ
ｗ
の
ｎ
ｍ

の
混
合
な
ど
は
垂
だ
よ
ろ
し
い
と
し
、
・
に
唾
嘩
面
な
ど
凱
脈
に
て
判
読
を
妨
げ
、
其
の
上
へ
ａ
の
字
の
口
を
締
り
な
く
大
き
く
明
け
て
ｕ
と
麗

別
無
い
蚤
で
に
書
く
悪
癖
め
る
事
を
溌
見
す
る
迄
に
は
随
分
苦
ん
だ
。
此
ん
な
達
筆
は
も
う
御
免
だ
と
思
っ
た
。
味
も
潤
も
入
ら
ぬ
床
し
く
無

く
と
も
よ
ろ
し
い
。
解
の
分
ら
ぬ
達
華
よ
り
も
読
み
易
い
悪
筆
に
限
る
と
、
少
糞
ス
ト
ッ
ク
さ
ん
が
恨
め
し
く
成
っ
た
。
幸
ひ
船
門
作
業
や
船

体
船
共
の
名
榊
な
ら
御
乎
の
も
の
Ｌ
海
事
川
語
だ
か
ら
、
其
の
片
鱗
さ
へ
窺
へ
ぱ
直
ぐ
判
読
出
来
る
が
、
地
名
と
人
名
と
で
は
随
分
俄
垂
さ
れ

た
揚
句
大
抵
は
征
服
し
た
が
、
結
局
ど
う
し
て
も
読
め
な
い
字
も
一
一
一
字
や
五
字
は
残
っ
て
お
っ
た
。
之
等
は
何
れ
日
を
史
め
て
桧
討
を
重
ね
度

い
と
思
ふ
。

次
に
日
誌
を
読
み
始
め
る
前
に
延
非
念
頭
に
入
れ
て
低
く
べ
き
事
は
、
第
一
省
時
の
駄
洲
の
形
勢
で
あ
る
。
奈
翁
帝
位
に
あ
り
、
大
陸
に
於

て
は
正
に
彼
の
極
盛
期
に
徴
り
、
列
強
は
大
陸
の
戦
争
に
波
頭
し
て
ゐ
る
間
に
、
印
度
か
ら
巳
に
伽
の
勢
力
を
追
ひ
抑
つ
た
英
国
は
、
之
を
擦

獣
と
し
て
蒼
々
支
那
へ
進
川
の
鯛
乎
を
延
ば
す
べ
く
虎
脱
耽
交
・
賞
に
英
図
海
車
街
の
眼
は
営
時
巳
に
太
平
洋
に
治
が
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
．

海
車
士
官
で
も
、
商
船
士
官
で
も
常
に
航
海
し
て
位
置
と
気
候
風
土
の
推
移
を
繰
返
へ
す
荷
の
晴
と
し
て
、
画
家
の
航
海
Ｈ
誌
と
作
る
べ
き

だ
と
訓
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
海
の
人
に
は
航
海
日
誌
が
陸
上
人
の
普
通
日
誌
に
相
常
す
る
の
だ
か
ら
、
昨
年
一
昨
年
の
同
じ
日
に
は
ど
こ
の
海
に

居
た
と
か
、
前
回
と
今
回
と
ペ
ン
ガ
ル
湾
横
断
〈
例
へ
ぱ
）
の
天
候
の
比
較
と
か
、
僚
艦
某
と
別
れ
た
位
世
と
か
等
を
煮
自
然
力
に
依
存
す

る
事
よ
り
大
な
り
し
営
時
の
航
海
に
於
て
、
此
の
和
日
誌
の
重
要
性
は
、
各
人
の
常
識
と
成
り
届
り
た
る
べ
く
、
賭
っ
て
ス
ト
ッ
ク
デ
ー
ル
左

尉
が
、
熱
情
を
以
て
本
誌
と
記
入
さ
れ
た
と
断
定
し
て
も
無
理
は
無
い
と
恩
ふ
。
（
本
文
の
記
荷
も
百
年
後
の
千
九
百
六
年
よ
り
約
一
一
一
十
年
間

の
七
吋
九
日
に
始
り
、
翌
年
の
九
月
十
叫
日
に
到
る
約
十
四
ヶ
月
分
で
、
其
の
始
ま
り
は
本
日
誌
の
記
者
ス
ト
ッ
ク
デ
ー
ル
大
尉
の
恐
ら
く
采

艦
地
で
有
っ
た
ら
う
と
察
せ
ら
れ
る
マ
ド
ラ
ス
（
印
度
東
南
岸
に
在
り
）
州
帆
の
前
日
か
ら
始
ま
っ
て
ゐ
る
。

営
時
、
束
印
度
曾
就
船
の
船
長
は
勿
論
士
官
達
も
仲
凌
其
の
地
位
を
得
る
事
難
く
、
激
し
い
競
手
、
難
し
い
畢
術
試
監
も
突
破
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
、
随
っ
て
専
ら
貴
族
若
く
は
其
類
総
が
之
を
占
む
る
召
ひ
だ
と
云
は
れ
る
の
に
、
史
ら
に
一
段
と
格
式
の
高
い
軍
艦
で
は
あ
り
、

多
年
の
宿
望
を
達
し
て
フ
ェ
ィ
ト
ン
誰
乗
釦
を
拝
命
し
た
の
だ
か
ら
、
彼
ス
ト
ッ
ク
デ
ー
ル
の
得
意
壕
す
る
に
易
く
、
雄
心
勃
を
少
批
上
耐
。

う
成
り
果
て
‐
ゐ
る
か
ｌ
葉
棄
滅
失
何
れ
と
も
計
，
難
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゅ
へ
博
物
館
所
蔵
の
現
例
誌
は
．
今
日
に
茂
れ
る
フ

エ
イ
ト
ン
縦
唯
一
の
日
誌
だ
と
箇
定
は
致
し
錠
ね
る
が
、
最
も
そ
う
ら
し
い
と
恩
は
れ
る
理
山
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
仮
り
に
百
歩
を
譲
っ

て
、
本
艦
備
付
の
も
の
な
り
、
他
士
官
に
よ
り
て
作
ら
れ
た
も
の
が
、
今
日
只
今
見
川
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
鰯
に
本
日
誌
の
恢
仙
を
低
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縦
し
て
南
迄
那
海
を
南
下
、
遂
に
敵
艦
影
逓
護
兇
し
得
下
に
一
月
一
一
日
に
は
マ
ラ
ッ
カ
に
、
同
八
日
に
は
．
へ
ナ
ン
港
に
着
い
て
ゐ
る
。
そ
れ
か

ら
一
ヶ
川
後
の
一
一
川
八
日
に
カ
ル
カ
ッ
タ
に
向
け
抜
錨
。
航
海
中
は
敵
艦
近
し
と
言
ふ
の
で
緊
張
を
綾
け
乍
ら
一
一
一
川
十
五
日
漸
く
口
的
に
着
く
、

ピ
ナ
ン
以
来
船
内
衛
生
状
態
雀
だ
悪
し
く
、
勿
数
の
赤
痢
患
者
績
出
の
有
様
で
死
亡
者
と
犯
罪
受
刑
者
の
数
鋤
同
立
っ
て
多
く
成
っ
て
来
た
。

壊
血
病
の
漁
防
法
祁
褒
兄
さ
れ
て
居
た
の
で
、
そ
の
患
者
の
多
く
な
か
っ
た
事
は
未
だ
し
も
の
幸
と
云
ふ
可
き
だ
ら
う
。

カ
ル
カ
ッ
タ
で
は
、
Ⅷ
刑
一
日
総
門
か
ら
出
火
し
て
一
時
は
大
騒
と
し
た
が
消
し
止
め
、
入
渠
修
理
曲
強
料
意
外
に
長
州
い
て
七
川
八
日
漸

く
準
備
擬
ひ
て
抜
錨
、
そ
の
刑
の
廿
一
一
日
マ
ド
ラ
ス
に
着
く
、
ベ
ン
ガ
ル
溌
左
南
に
下
る
と
相
不
蟹
物
怖
は
騒
然
だ
、
怖
艦
に
迫
は
れ
た
と
て

僚
艦
の
コ
ル
ネ
リ
ャ
と
申
す
の
が
前
中
楕
〃
一
傷
め
て
翌
朝
入
っ
て
来
る
。
ス
ワ
と
計
り
に
其
の
日
の
午
後
彼
を
随
へ
て
、
東
へ
東
へ
と
敵
艦
と

追
っ
て
八
月
七
日
遂
に
ピ
ナ
ン
に
着
い
た
。
此
の
地
で
食
料
の
補
給
や
必
要
な
修
理
を
了
へ
、
僚
艦
ノ
ッ
チ
ン
ガ
ム
荘
作
っ
て
マ
ラ
ッ
カ
に
到

り
、
八
月
一
一
一
十
日
か
ら
九
川
六
日
嚢
で
索
敵
情
報
を
求
め
、
今
度
は
ノ
ッ
チ
ン
ガ
ム
と
別
れ
て
・
ハ
ー
セ
ピ
ラ
ン
ス
と
、
・
ハ
ラ
コ
ン
タ
の
一
一
艦
と

共
に
支
那
海
を
北
に
向
っ
て
居
る
が
、
マ
ラ
ッ
カ
を
出
て
か
ら
八
日
目
の
と
こ
ろ
で
日
誌
は
大
足
と
な
っ
て
居
る
。

斯
う
見
て
来
る
と
、
一
巻
の
航
海
記
を
讃
む
や
う
だ
が
、
更
ら
に
日
麦
の
出
来
罰
に
溺
れ
て
行
く
と
、
一
膳
切
賞
に
兵
の
琴
線
に
鯛
れ
る
も

の
あ
り
て
、
身
観
し
く
本
艦
に
在
り
て
櫛
風
沫
雨
敵
を
索
め
て
航
り
廻
っ
て
ゐ
る
恩
ひ
が
す
る
。
徴
時
洩
門
以
外
は
内
紙
で
あ
っ
た
。
支
那
は

ど
う
有
ら
う
と
も
、
自
国
が
敢
恵
園
の
特
椛
と
握
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
は
、
只
単
に
一
フ
ェ
ィ
ト
ン
説
の
行
動
か
ら
見
て
§
歴
然
た
る
も
の

あ
り
、
然
も
架
の
半
面
に
は
若
い
’
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
夜
半
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
夢
結
ぶ
に
難
く
、
配
給
の
ア
ラ
ッ
ク
（
焼
酎
）
を
飲
ん
で
は
無

理
に
渡
る
。
飲
み
過
ぎ
れ
ば
糊
で
あ
る
。
飲
雲
な
け
れ
ば
渡
ら
れ
な
い
。
非
直
に
震
な
い
揚
句
は
常
直
の
作
業
に
影
稗
す
る
。
作
業
矛
怠
れ
ば

之
れ
ま
た
罰
で
あ
る
。
其
の
罰
は
腸
を
鞭
つ
如
く
に
鞭
つ
、
鄭
重
に
雁
じ
て
一
一
ダ
ー
ス
か
ら
四
ダ
ー
ス
も
鞭
た
れ
た
の
で
あ
る
。
世
人
奴
隷
制

．
］
ｐ
ｏ
穴
ご
●
ぬ
『
い
ぎ
①
二
国
ｐ
、
穴

韮
．
度
の
非
人
道
を
説
く
が
、
蒋
倉
国
は
其
の
東
洋
制
覇
の
野
望
を
達
す
る
蔦
に
は
忠
良
な
臣
民
ジ
ャ
ッ
ク
請
、
ク
ー
荊
、
シ
ェ
ル
バ
ッ
グ
荊
等
を
、

一
斯
く
も
奴
隷
の
如
く
に
虐
・
似
し
て
来
た
し
で
あ
る
。
本
日
誌
記
載
中
の
一
年
一
一
ヶ
月
除
の
間
、
、
唯
佃
の
休
暇
を
頂
い
た
の
は
た
っ
た
一
一
回
、

つ
』

も
う
一
つ
の
飛
蝉
定
挫
昨
と
塗
ふ
の
は
、
岱
時
は
機
械
革
命
、
龍
兆
革
命
を
知
ら
な
か
っ
た
時
代
の
川
悲
叫
穏
」
あ
る
。
駈
っ
て
給
門
で
機
械
力

〃
一
鯉
川
し
た
も
の
と
て
は
洲
車
と
、
ポ
ン
プ
ぐ
ら
ひ
を
除
い
た
ら
何
に
も
無
い
で
あ
ら
う
。
現
代
人
の
砿
で
は
容
易
く
想
像
は
出
来
な
い
だ
ら

う
と
恩
は
れ
ろ
。
抗
派
Ｄ
原
動
力
は
、
風
力
に
よ
る
純
帆
船
で
あ
り
、
織
虹
業
が
幼
稚
だ
か
ら
ワ
イ
ャ
ト
ロ
ー
フ
も
州
瓢
せ
歩
、
釧
域
も
難
い

の
で
不
画
川
な
釧
宋
ゲ
ー
川
ひ
て
ゐ
る
隔
世
の
感
と
申
す
言
葉
な
ど
正
に
斯
う
云
ふ
時
代
に
川
ふ
可
き
で
は
燕
か
ら
う
か
。

航
海
川
誌
化
戦
か
法
に
就
て
叩
す
な
ら
ば
、
さ
す
が
に
甑
艦
丈
け
に
賞
に
一
糸
素
れ
ざ
ろ
妃
彼
推
り
で
、
叱
抵
心
商
船
な
ら
ば
何
と
噺
響
き

様
な
し
と
率
ｎ
に
し
て
吐
き
そ
う
な
虚
偽
刻
明
に
記
入
し
て
あ
る
事
と
、
其
の
紀
赦
に
は
海
野
川
諦
と
巧
に
使
ひ
こ
な
し
、
簡
知
と
叫
瞭
の
双

方
を
尖
は
ざ
る
と
こ
ろ
符
に
航
海
Ｈ
誌
組
戦
法
の
奥
義
と
申
し
て
よ
る
し
か
ら
う
。

雌
後
に
乍
Ⅱ
誌
化
戦
中
の
本
艦
の
航
程
の
概
略
を
述
ぺ
て
本
稿
を
経
る
郡
に
し
よ
う
。
即
ち
前
出
の
如
く
千
八
両
八
年
七
〃
十
日
印
度
の
マ

ド
ラ
ス
キ
ー
州
帆
一
路
・
ヘ
ン
ガ
ル
溝
を
東
に
、
同
月
廿
六
日
か
ら
廿
八
日
ま
で
マ
ラ
ッ
カ
釧
地
に
碇
油
し
て
敵
怖
を
探
り
つ
ｋ
翌
Ｈ
八
川
十
日
に

漠
門
に
満
さ
、
必
要
な
修
繕
産
し
た
り
、
船
底
を
洗
っ
た
り
、
薪
水
食
料
を
読
込
ん
だ
り
川
意
禽
端
整
へ
て
、
一
一
十
剛
後
の
八
〃
三
十
日
に
洩

門
を
川
帆
、
姦
満
海
峡
を
一
路
北
上
し
て
九
月
十
日
に
は
、
長
崎
の
南
西
五
百
海
里
の
地
職
に
達
し
、
そ
れ
か
ら
汎
貼
り
沖
合
を
ウ
ロ
ノ
、
、

バ
タ
ピ
ャ
に
蹄
ろ
和
蘭
船
が
、
日
本
貨
浦
減
で
我
哨
海
網
に
懸
っ
て
呉
れ
る
事
を
期
待
し
つ
Ｌ
、
血
眼
の
枇
剛
準
伽
の
廿
派
日
岡
、
飲
料
水
も

食
料
も
乏
し
く
な
っ
た
の
で
と
う
，
Ｊ
１
見
切
り
を
つ
け
て
長
崎
港
へ
突
入
し
て
来
た
。
早
速
三
鯉
の
領
艇
を
武
装
し
て
准
門
を
偵
察
さ
せ
た
が
、

克
我
が
三
鯉
鵬
た
の
み
で
、
和
蘭
船
の
影
は
見
え
な
か
っ
た
。
・
ヘ
ー
リ
ュ
ー
艦
堂
以
下
の
失
望
魁
ふ
ぺ
し
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
食
料
補
給
に
ス

ッ
タ
モ
ン
ダ
を
亜
ね
た
揚
句
少
量
を
得
た
の
で
、
十
月
六
日
長
崎
出
帆
折
か
ら
の
北
東
信
風
を
進
子
に
疾
走
を
被
け
、
早
く
も
十
月
十
一
一
日
に

ｈ

は
洩
川
へ
蹄
蒲
し
て
ゐ
る
。
仁
日
誌
＠
記
者
ス
ト
ッ
ク
デ
ー
ル
大
尉
は
能
く
全
ペ
ー
ジ
芹
一
投
、
し
て
長
崎
槻
と
日
本
人
洲
芹
一
州
げ
て
ゐ
る
。
北
へ
の

●

浴
一
部
・
と
無
催
件
で
肯
定
は
せ
ぬ
が
、
慧
眼
な
彼
の
槻
祭
多
く
は
正
鵠
に
慣
す
る
も
の
が
あ
る
。

洩
門
で
は
幻
東
印
度
御
枇
．
船
五
鯉
と
僚
艦
ラ
ッ
ス
ル
銃
も
居
合
せ
た
。
歳
の
瀬
も
迫
る
十
一
一
州
廿
三
川
彼
蝉
．
は
、
隊
伍
蛍
々
謹
送
船
馴
を
組

Ｔ

’

凸
■
■
■
Ｏ
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
画
■
■
■
■
■
■
■
■
厘
■
■
■
■
■
■
■
ロ
■
■
■
■
、
画
唾
■
■
■
。
▲
Ｕ
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『
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Ｂ
ｇ
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ワ
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カ
ル
カ
ツ
タ
碇
泊
中
氏
於
て
の
み
、
天
長
節
の
監
ハ
に
す
ら
満
艦
飾
を
し
皇
制
一
砲
は
放
っ
た
が
、
水
兵
は
作
業
か
ら
解
放
さ
れ
た
か
っ
た
)
梅

を
制
す
る
者
は
世
界
を
制
す
る
と
一
五
ふ
、
共
の
海
を
叫
す
る
震
に
英
閣
は
困
家
と
し
て
多
大
の
犠
牲
を
支
梯
ら
ぴ
も
し
た
ら
う
が
、
営
時
海
に

荊
き
た
者
の
生
前
の
半
面
に
は
斯
〈
払
悲
惨
な
も
の
が
有
っ
た
。
更
ら
に
半
世
紀
遡
っ
て
千
七
百
五
六
十
年
に
建
す
る
ま
で
の
航
海
に
は
、
乗

組
の
過
-
年
一
致
は
壊
肌
病
で
倒
れ
る
の
に
相
場
は
決
っ
て
居
た
の
で
あ
る
。
官
時
と
は
時
間
的
に
は
百
三
十
年
の
距
り
が
右
P
、
乾
隆
の
盛
代
を

し
川
沿
っ
た
ば
か
り
の
支
那
・
開
園
前
の
日
本
、
会
る
も
の
は
急
速
に
娘
一
っ
て
居
る
が
一
向
に
援
っ
て
肘
な
い
も
の
も
あ
る
。
私
は
之
の
日
誌

を
泊
じ
て
一
片
の
昔
談
以
上
の
る
る
も
の
を
訓
へ
ら
れ
た
や
-
つ
に
感
ゃ
る
の
で
あ
る
。
(
格
)
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